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建設環境委員会会議録 

 

令和６年１０月２３日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０７分閉議（実時間１２５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１２１号・令和５年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１２５号・令和５年度八代市農業集

落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２６号・令和５年度八代市公共浄

化槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  友 枝 和 也 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  橋 本 貴 喜 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 市民環境部長     濱 田 浩 介 君 

  市民環境部次長   岩 崎 伸 一 君 

  環境施設課長    竹 下 圭一郎 君 

  環境課長      栄   圭 介 君 

  循環社会推進課長  古 田 和 弘 君 

 建設部長       西   竜 一 君 

  建設部次長     涌 田 直 美 君 

  理事兼用地課長   正 山 茂 文 君 

  建設政策課長    深 川 洋 光 君 

  住宅課長      上 村 和 寛 君 

  土木課長      福 浦 亮 二 君 

  下水道総務課長   山 本 康 博 君 
 
  下水道総務課長補佐 
            宮 地 美 恵 君 
  兼業務係長 
 
 
  下水道総務課主幹 
            中 尾 賢 太 君 
  兼経営係長 
 

                              

○記録担当書記     安 永 尚 斗 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは定刻となり、定足数に達しまし

たので、ただいまから建設環境委員会を開会い

たします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ます。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月１１

日の本委員会でも報告いたしましたが、まず、

一般会計決算の歳出、及び各特別会計決算の歳

出の審査については、令和５年度における主要

な施策の成果に関する調書に基づいて、また、

各特別会計の歳入の審査については、令和５年

度八代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説

明を聴取し、監査委員からの審査意見書も含め

たところで質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、タブレット

に格納しております資料に基づいて進めさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付
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いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月２

９日火曜日の予備日に繰り越すことも考えられ

ます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案３件の審査に入

ります。 

 議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題とし、

説明を求めます。 

 それでは、歳出の第４款・衛生費中、市民環

境部関係分について説明を願います。 

○市民環境部長（濱田浩介君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民環境部の濱田でございます。よろしく

お願いいたします。失礼いたしまして、着座に

て説明させていただきます。 

 それでは、令和５年度八代市一般会計歳入歳

出決算の審査に当たりまして、第４款・衛生費

のうち、市民環境部が所管いたします主な取組

につきまして総括をさせていただきます。 

 まず、環境保全に関する取組でございます。 

 環境基本法に定められた典型７公害と言われ

るもののうち、騒音、振動、悪臭に関する調査

を実施するなど、良好な生活環境が保全される

よう、公害規制や指導事務等を継続的に実施し

ております。 

 ほかにも、地球温暖化対策の一環としまして、

平成２１年度から住宅用太陽光発電システムな

どの再生可能エネルギーの普及を進めてきたと

ころでございます。また、令和４年２月に行い

ましたゼロカーボンシティ宣言を踏まえ、昨年

１１月に、２０５０年カーボンニュートラルの

実現に向け、本市の温室効果ガス排出量の把握

及び将来推計を行い、再生可能エネルギーの導

入目標等を取りまとめたゼロカーボンやつしろ

推進計画を策定いたしました。 

 今後は、この計画に基づきまして、さらなる

再生可能エネルギーの普及や省エネ対策の推進

などの取組を進めてまいります。 

 次に、環境センターに関する取組でございま

す。 

 八代市環境センター、エコエイトやつしろは、

平成３０年１０月の本格稼働以来、約６年が経

過しましたが、これまで大きな故障もなく、安

定したごみ処理ができている状況でございます。 

 本年度からは、氷川町の可燃ごみを受け入れ

ており、可燃物の搬入量は増加しておりますが、

これまで順調に処理しており、今後も適切な施

設運営に努め、環境への負荷低減のためにも、

ごみの減量化を図ってまいります。 

 また、同施設は環境学習の拠点として位置づ

けており、令和元年度は約２９００人の方に御

来館いただきましたが、令和２年度以降は、豪

雨災害への対応や新型コロナウイルス感染症の

影響により、施設見学などを長期間中止せざる

を得ませんでした。しかしながら、近年では施

設見学などの御依頼にお応えできるようになり、

昨年度は約１６００人の来館者があり、ピーク

時の半分以上に回復してきたところでございま

す。 

 今後は、施設のさらなる活用を図りながら、

出前講座などにも積極的に対応し、ごみの減量

化をはじめ、環境保全の行動目標であるエコエ

イト行動に関する周知・啓発を進めてまいりま

す。 

 最後に、そのほかの環境施設に関する取組で

ございます。 

 令和５年度時点で運用している対象施設は、

供用開始から４３年が経過した八代市斎場、同
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じく６３年が経過した八代市衛生処理センター

がございます。両施設とも、かなり老朽化して

おりますが、市民生活に直結する施設でありま

すことから、適切に維持管理を行いながら安定

した運営に努めております。 

 八代市斎場については、新施設の整備に向け

た検討を進め、八代市衛生処理センターについ

ては、今年度から解体工事に着手する予定とい

たしております。また、平成３０年度に閉鎖い

たしました八代市清掃センターは、昨年１０月

から解体工事を進めており、現在のところ、工

事の進捗率は約６０％となっております。 

 なお、浄化槽汚泥処理施設につきましては、

令和５年度から、施設の維持管理を下水道事業

に移管し、浄化槽汚泥の適正処理を行うため、

必要な維持管理経費を負担金として支出してお

ります。 

 以上が、市民環境部が所管いたします衛生費

の主な取組でございます。いずれも市民生活に

大きな関わりを持つ、欠かすことのできない重

要な業務でありますことから、市民の皆様の声

にしっかり耳を傾け、適切に対応していかなけ

ればならないと考えております。 

 また、環境分野におきましては、八代市の豊

かな環境をよりよい状態で将来の世代に引き継

ぐため、地球温暖化という世界共通の喫緊の課

題に関係各課の連携を強化し、全市的に取り組

む機運を高めながら、本市の環境行政のさらな

る推進に努めてまいります。 

 以上、市民環境部の総括とさせていただきま

す。 

 なお、各事業の詳細につきましては、岩崎市

民環境部次長が説明いたしますので、御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）市民環境部の岩崎でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。失礼ながら、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○市民環境部次長（岩崎伸一君） それでは、

衛生費のうち、市民環境部所管分につきまして、

令和５年度における主要な施策の成果に関する

調書と一般会計歳入歳出決算書を用いまして、

その主なものを御説明いたします。 

 まず、主要な施策の成果に関する調書の説明

では、最初に事務事業名を申し上げ、事業の概

要、決算額、特定財源及び不用額、並びに今後

の方向性の順で説明させていただきます。なお、

不用額は１００万円以上のものを説明させてい

ただきます。そして、最後に流用額について、

決算書をもって説明させていただきます。 

 それでは、まず、調書の７１ページを御覧く

ださい。 

 下段の小型合併処理浄化槽設置整備事業でご

ざいます。この事業は、建設部が所管する事業

でございますが、衛生費に属しておりますので、

併せて説明をさせていただきます。 

 この事業は、生活排水による水質汚濁を防止

するため、公共下水道事業、農業集落排水事業

及び浄化槽市町村整備推進事業などの事業区域

外において、住宅に５人槽から１０人槽までの

小型合併処理浄化槽を設置する際、補助を行う

ものでございます。 

 決算額は４１９４万４０００円で、小型合併

処理浄化槽設置整備事業補助金１０７基分が主

なものでございます。特定財源は、国庫支出金

１３９７万８０００円、県支出金３５６万２０

００円でございます。不用額２０７４万２００

０円は、申請件数が当初の予定数を下回ったた

め生じたものでございます。 

 今後の方向性としましては、人口集中地区外

で水質の保全、生活環境の向上を図るため、有

効な生活排水処理施設への支援策であり、災害

復旧にも有効な制度でございますことから、今

後も継続していく必要があり、市による実施、
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現行どおりといたしております。 

 次に、７２ページをお願いいたします。 

 上段の環境保全対策事業でございます。 

 この事業は、公害の未然防止を図るため、主

に、その発生源に対する調査としまして、工場

排水や悪臭、騒音・振動等の調査を実施するも

のでございます。 

 決算額は３３４万５０００円で、九州新幹線

鉄道騒音・振動調査業務委託１６３万９０００

円、自動車騒音常時監視業務委託８２万５００

０円、悪臭物質分析業務委託４６万１０００円

が主なものでございます。特定財源の国県支出

金１７万７０００円は、県からの権限移譲事務

市町村交付金でございます。 

 今後の方向性としましては、公害規制業務を

中心に、定期的・継続的に調査等を実施し、公

害の未然防止や環境負荷の低減を図っていくこ

とが必要なことから、市による実施、現行どお

りといたしております。 

 次に、下段の地球温暖化対策推進事業でござ

います。 

 この事業は、家庭における温室効果ガスの排

出削減を図るため、住宅用太陽光発電システム

や蓄電池設置に対する補助を行うほか、地球温

暖化問題に関する啓発を実施するものでござい

ます。また、カーボンニュートラルの実現に向

け、市の温室効果ガスの排出量の把握及び将来

推計を行い、再生可能エネルギーの導入目標等

を整理するとともに、電力高騰などの影響を踏

まえた省エネ対策の一助として、省エネ性能の

高い家電への買換えに対する補助を実施したと

ころでございます。 

 決算額は３７９５万５０００円で、住宅用太

陽光発電システム等設置費補助金２１６９万９

０００円、省エネ家電買換え促進補助金１４３

８万円が主なものでございます。特定財源は、

その他特定財源のふるさと八代元気づくり応援

基金繰入金２１６９万９０００円と、国庫支出

金の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金７７６万５０００円と県支出金の物価

高騰対応生活者支援交付金７７６万３０００円

でございます。不用額４３９万円は、省エネ家

電買換え促進補助金の申請件数が見込みを下回

ったことによる３６２万円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、太陽光発電シス

テムや蓄電池設置に対する補助は、実施件数が

年々増加しており、依然としてニーズが高く、

令和５年１１月に策定したゼロカーボンやつし

ろ推進計画に掲げる目標達成に向けまして、国

の補助事業の活用などにより、さらなる事業の

進捗を図りたいとの考えから、市による実施、

規模拡充といたしております。 

 次に、７３ページをお願いいたします。 

 上段のごみ減量化対策事業でございます。 

 この事業は、家庭や事業所から排出されるご

みの減量化に向け、生ごみ処理機の購入補助や

啓発活動などを行うことにより、廃棄物の排出

抑制や資源の消費削減による環境負荷の低減を

図るものでございます。 

 決算額は４５４万９０００円で、家庭用生ご

み処理機等の購入費の一部を補助する生ごみ堆

肥化容器等設置助成金２３０万円、啓発のため

のチラシ等の印刷製本費９６万３０００円や環

境フェスタのテント等の賃借料５６万１０００

円が主なものでございます。特定財源は、ふる

さと八代元気づくり応援基金繰入金２３０万円

でございます。 

 今後の方向性としましては、エコエイトやつ

しろを情報発信の拠点とし、本市の環境行動目

標であるエコエイト行動の周知・啓発を図りな

がら、施設見学を含む環境学習を充実し、引き

続き循環型社会の推進に取り組んでいく必要が

あることから、市による実施、現行どおりとい

たしております。 

 次に、下段の環境施設整備事業でございます。 
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 この事業は、老朽化が進んでいる環境関連施

設について、市民生活に支障がないよう、施設

の更新や新設を行うための調査・計画を行い、

整備を推進するものでございます。 

 決算額は１４６５万８０００円で、八代市衛

生処理センター解体工事実施設計業務委託１０

８５万３０００円、八代市火葬場整備基本構想

策定業務委託３３０万円が主なものでございま

す。特定財源は、八代市衛生処理センター解体

工事実施設計業務委託に対する合併特例債１０

３０万円でございます。不用額６６７万８００

０円につきましては、八代市衛生処理センター

解体工事実施設計業務委託の入札残６３８万７

０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、八代市衛生処理

センターについては、し尿を下水道と合同処理

するため、浄化槽汚泥処理施設の改造工事を進

めながら解体工事及び施工監理業務委託を行い、

斎場につきましても、今後の整備方針を庁内で

検討するなど着実に事業を進めていく必要があ

りますことから、市による実施、現行どおりと

いたしております。 

 次に、７４ページをお願いいたします。 

 上段の清掃センター解体事業でございます。 

 この事業は、昭和５０年の供用開始から平成

３０年の稼働終了まで約４５年間、一般廃棄物

の処理を行ってきた八代市清掃センターの解体

を行うものでございます。 

 決算額は４億２８８万１０００円で、清掃セ

ンター解体工事３億９３７０万円、清掃センタ

ー解体管理業務委託８７０万円が主なものでご

ざいます。特定財源は、合併特例債３億８２７

０万円でございます。不用額７５８９万７００

０円につきましては、清掃センター解体工事の

入札残７１３７万８０００円が主なものでござ

います。 

 今後の方向性としましては、解体工事は現在

のところ工程どおり進んでおり、県道沿いの建

屋や車庫、焼却施設、煙突の解体まで完了いた

しております。 

 今後も安全、確実な工事の進捗を図る必要が

あるため、市による実施、現行どおりといたし

ております。 

 下段のごみ処理施設管理運営事業でございま

す。 

 この事業は、市内全域で発生する一般廃棄物

を環境センターで受け入れ、適正な処理、処分

を実施するものでございます。また、ごみ焼却

関連施設や資源化関連施設などの適正な維持管

理を行いながら、生活環境の保全と公衆衛生の

向上を図るものでございます。 

 決算額は５億６６６９万６０００円で、エネ

ルギー回収推進施設運営委託２億１７８２万円、

マテリアルリサイクル推進施設運営委託１億６

８２９万２０００円、残渣資源化委託１億２８

５万８０００円が主なものでございます。その

他特定財源２億５１４３万円は、搬入ごみ処理

手数料１億３１９３万９０００円、有料指定袋

処理手数料１億１３４６万２０００円が主なも

のでございます。不用額３０６５万６０００円

は、売電収入の増加によるエネルギー回収推進

施設運営委託料の執行残２３７８万８０００円

が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、令和６年度から

氷川町の可燃ごみを受け入れており、搬入量は

増加しておりますが、適正処理を継続し、安全

かつ安定した施設運営に努め、環境への負荷低

減及び経費の軽減を図る必要があることから、

市による実施、現行どおりといたしております。 

 次に、７５ページをお願いいたします。 

 上段のごみ収集管理事業でございます。 

 この事業は、各家庭から排出される一般廃棄

物を、主に特定の集積所にごみを排出するステ

ーション方式により収集を行うものでございま

す。 

 決算額は６億２１６７万７０００円で、本
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庁・各支所管内の収集業務委託、計７件を合わ

せました５億１１２万８０００円、有料指定袋

作製業務委託８６６２万５０００円、その販売

手数料１０９２万５０００円、販売代金の収納

業務委託１６３０万１０００円でございます。

その他特定財源１億３３３８万３０００円は、

有料指定袋処理手数料８６６２万５０００円、

再資源化販売代金納付金４４９１万４０００円、

一般廃棄物処理業等許可手数料１４０万８００

０円が主なものでございます。不用額１７６万

５０００円は、有料指定袋の販売が予想を下回

ったことによる販売手数料及び収納業務委託料

の執行残８２万５０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性としましては、生活環境の保全

及び公衆衛生の向上を図るため、各家庭から排

出される一般廃棄物を、引き続き計画的かつ効

率的に収集する必要がありますことから、市に

よる実施、現行どおりといたしております。 

 次に、７６ページをお願いいたします。 

 上段の浄化槽汚泥処理施設管理運営事業でご

ざいます。 

 この事業は、新港町３丁目にあります浄化槽

汚泥処理施設において、本庁管内で発生する浄

化槽汚泥を適切に処理し、円滑な施設管理を行

うため、令和５年度からの移管に伴い、施設の

維持管理に関わる経費を、下水道事業会計へ負

担金として支出するものでございます。 

 決算額は１億３０１３万７０００円で、施設

の維持管理負担金１億９３１万３０００円、施

設の汚水処理負担金１９７６万３０００円、水

質分析業務委託１０６万１０００円でございま

す。不用額８４９万４０００円は、維持管理負

担金のうち、その関係経費でございます汚泥処

理委託の執行残４３１万２０００円や電気代の

執行残３６０万７０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性でございますが、浄化槽汚泥の

適切な処理は今後も必要であり、今後、衛生処

理センターの廃止に伴い、生し尿の処理も行う

こととなりますことから、市による実施、現行

どおりといたしております。 

 最後に、流用につきまして、決算書を用いて

説明させていただきます。なお、流用先におい

て、人件費を除く１件１０万円以上の流用を行

った案件につきまして説明をさせていただきま

す。 

 決算書１３６、１３７ページを御覧ください。 

 款４・衛生費、項１・保健衛生費、目３・斎

場管理費の右側備考欄でございます。節１４・

工事請負費より節１０・需用費へ６６７万３０

００円を流用しております。これは、令和５年

５月に石川県で発生した奥能登地震により、耐

火れんがなどの材料確保が困難となったため、

当初予定しておりました火葬炉１基の耐火物の

全面改修から火葬炉４基の部分修繕に変更した

ため流用を行ったものでございます。 

 続きまして、１３８、１３９ページをお開き

ください。 

 款４・衛生費、項２・生活環境費、目３・廃

棄物対策費の右側備考欄でございます。節１

２・委託料より節１８・負担金補助及び交付金

へ６０万円を流用しております。これは、生ご

み堆肥化容器等設置助成金におきまして、当初

の見込みより多くの申請がございましたことか

ら、補助件数を拡充することとしたため流用を

行ったものでございます。 

 次に、１４０、１４１ページをお開きくださ

い。 

 同じく款４・衛生費、項２・生活環境費、目

３・廃棄物対策費の右側備考欄、一番上の備考

欄でございます。節１４・工事請負費より款

４・衛生費、項２・生活環境費、目５・塵芥処

理費の節１２・委託料へ８９２万２０００円を

流用しております。これは、有料指定袋の製造

におきまして、当初の見込みより製造単価が上
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昇したため流用を行ったものでございます。 

 続きまして、款４・衛生費、項２・生活環境

費、目５・塵芥処理費の右側備考欄でございま

す。節１０・需用費より節１４・工事請負費へ

１０万１０００円を流用しております。これは、

省エネ家電買換え促進補助金などについて、市

民からの電話でのお問合せが急増し、回線の増

設工事が必要となったため流用を行ったもので

ございます。 

 同じく、款４・衛生費、項２・生活環境費、

目５・塵芥処理費の右側備考欄でございます。

節１２・委託料より節８・旅費へ１９万６００

０円を流用しております。これは有料指定袋の

入札により、製造が、これまでとは別の工場に

変更になり、当初予定していなかった工事検査

が必要となったため流用を行ったものでござい

ます。 

 続きまして、款４・衛生費、項２・生活環境

費、目６・し尿処理費の右側備考欄でございま

す。節１０・需用費より節１７・備品購入費へ

１０万４０００円を流用しております。これは、

衛生処理センター内で使用している水中ポンプ

が故障し、至急購入する必要があったため流用

を行ったものでございます。 

 以上で、市民環境部所管の決算説明を終わり

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 今、説明をいただきま

した決算書の１３６、１３７ページの斎場管理

費の分の節１４の工事請負費ですね、８３２万

７０００円。これが支出済額がゼロで、不用額

が丸々あるんですけど、これが今、説明のあっ

た能登地震で手に入らなくなった耐火れんがの

工事の分ですか。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） 環境施設課

の竹下でございます。よろしくお願いします。 

 今、御質問の言われたとおりの内容となりま

す。工事から修繕料のほうに持って行っており

ますので、工事のほうがゼロというところにな

ります。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） それは、ちなみにいつ

ぐらい、何月定例会ぐらいか何かで説明あって

ますかね。 

○環境施設課長（竹下圭一郎君） これは、議

会のほうに説明はしておりません。（委員堀徹

男君「してない。してない。した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） してない。（委員堀

徹男君「してない」と呼ぶ）ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 主要な施策の成果に関

する調書の７１ページ。説明ありがとうござい

ました。 

 小型合併処理浄化槽設置整備事業なんですけ

ども、私は以前から、この整備事業に、もう少

し規模の拡充をしてほしいと質疑をしたこと

を、今ですね、ちょうど浮かんできたんですけ

ども、この不用額の２０００万円について、何

人槽でどれぐらいなのか、そこまたちょっと聞

かせてください。 

○委員長（橋本幸一君） 不用額。（下水道総

務課長補佐兼業務係長宮地美恵君「不用額の理

由でいいですか」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 不用額の理由でよか。

そうそう。 

○下水道総務課長補佐兼業務係長（宮地美恵

君） おはようございます。下水道総務課宮地

です。 

 令和５年度の小型合併処理浄化槽設置整備事

業の不用額の件なんですが、こちらがですね、

もともと小型合併処理浄化槽設置整備事業の補

助金というのが、普通の補助金と令和２年７月

豪雨で被災された方へ出す補助金というのがあ

りまして、それがまとめたものなんですが、今
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回ですね、令和２年、令和３年と令和２年７月

豪雨の２年、３年、４年と出していたんです

が、令和５年がゼロ件でしたので、その分が余

っております。 

 その理由といたしましては、令和２年７月豪

雨で被災された方のかさ上げ工事というのがあ

って、その後、家を建て替えられたりされるん

ですが、それが令和６年以降に完成しまして、

令和５年度予定だったものが令和６年度以降に

延びたせいで不用額となっております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 理解をしたいと思いま

すが、要は当初予算、当初計画をしたより、こ

の数字が不用額になったということなんですけ

ども、合併浄化槽は、先ほど言ったように、何

人槽で何基ぐらい予定されておられましたかと

いうことなんですね、この不用額について。当

初予定をしたのが何基だったのか、それに不用

額になったのが何基なのかということなんです

ね。年間１４０基か１５０基くらいでしょう。 

○下水道総務課長補佐兼業務係長（宮地美恵

君） はい。当初予算にいたしましては、本庁

分の５人槽が８３基、７人槽が２７基、１０人

槽が２基と、鏡支所分が５人槽が１５基、７人

槽が４基、１０人槽が１基、千丁支所分が５人

槽が３基、７人槽が１基の予定でしたが、すい

ません、細かい基数に関しては後日でいいです

か。（委員山本幸廣君「よろしいですよ」と呼

ぶ） 

 すいません。補助件数的には、新設の９１

基、くみ取り１０基、単独６基の１０７基、補

助をしております。すいません。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） そこで意見になるんで

すけども、後から委員長が意見……。 

○委員長（橋本幸一君） 後でよろしいです

ね。 

○委員（山本幸廣君） よろしいです。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 決算書の１３８ページ

のですね、狂犬病予防対策の分は、ここで聞い

ていいですかね。実績を少々教えていただきた

いんですけど。接種率の向上、進捗とかです

ね。 

○環境課長（栄 圭介君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

環境課、栄でございます。よろしくお願いいた

します。 

 令和５年度の狂犬病の接種率でよろしいでし

ょうか。（委員堀徹男君「そうですね」と呼

ぶ）接種率に関しましては８６.９％となって

おります。前年度比２.１％の増加となってお

ります。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（山本幸廣君） 意見と言ったんですけ

ども、この小型合併処理浄化槽、今回、うちも

農業集落も含めてから企業会計に移管をしたん

ですけども、どうしてもですね、企業会計の中

では、もう繰入れが多いもんですから、下水道

の会計なんですけどもですね。 

 小型合併処理浄化槽というのは、物すごく重

要性がある１つの整備事業なんですね。特に農

村部関係、そして新しく被災をされたとき、新

しく、また小型合併処理浄化槽を設置される。

そういう中で、今の進捗率と言うんですか、用

語は何か分からないんですけども。要は今の計

画の中で５０００件あると。その中でも進捗は

どれぐらいなのかということの数字が分かれ

ば、ちょっと教えてください。分かれば。分か

らなければ、後でも結構ですから。 

○委員長（橋本幸一君） 分かりますか。 

○委員（山本幸廣君） ７０％ぐらい、いって

ますか。ゆっくりいいですよ。（下水道総務課

長補佐兼業務係長宮地美恵君「すいません。お

待たせして」と呼ぶ）よろしいですよ。後から

で結構ですけんでからですね。分かりました。
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いいですよ。 

 そこでですね、次長でも結構ですけども、こ

れが国県支出金というのがあるわけですけども

ですね、もしも７０％、残りが３０％ぐらいと

いうことになったときに、希望の拡充数の中

で、今後の方向性についてですね、そこにかか

ってくるんですよね。まだまだ、はっきり言っ

て合併浄化槽の設置数が多いと。単年度で毎年

事業を進めていきますというのは、もう毎回の

この規模、現状維持なんです。そういうこと

で、災害のときには必ず多くなるというのは普

通じゃないかなと私は思うんですよね。そこら

辺については、やっぱり３年度計画等でです

ね、充実をしていくとか、そういう方向性もい

いんじゃなかろうかなというふうに私は思うん

ですが、いかがですかね。 

○下水道総務課長補佐兼業務係長（宮地美恵

君） まずですね、補助金額の増額については

ですね、国・県の基準額がありますので、今の

ところはちょっと難しいと思います。（委員山

本幸廣君「それは分かる」と呼ぶ）ただ、今、

国のほうでも増額に向けてちょっと調査を始め

ておりますので、そちらが増額になり次第、こ

ちらのほうも八代市浄化槽設置整備事業補助金

交付要綱の改正を考えております。 

 また、災害などに対してはですね、もちろん

豪雨災害もあります、地震の災害もあったんで

すが、そのたびごとに災害に対する補助という

のも確かにしておりまして、豪雨災害のとき

も、機器の補修だけではなく、本来、今、補助

していない合併浄化槽から合併浄化槽への切替

えというのもしておりますので、そのように今

後もしていきたいと思っています。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。 

○委員（山本幸廣君） はい、よろしいです。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本貴喜君） ごみ処理施設管理運営

事業についてちょっとお伺いしたいんですけど

も、一番下の部分でですね、搬入実績というの

がどんどん減少していってるんですけども、こ

の辺の減少してきた理由、そしてまた、今後も

その減少していくのか、今後の見通しですね、

そこら辺をお聞かせ願えればと思います。 

○循環社会推進課長（古田和弘君） 循環社会

推進課の古田です。よろしくお願いします。 

 ごみ焼却量につきましては、年々減少傾向に

はございます。その理由といたしましては、資

源化、――紙であったりプラスチックであった

りとかいう、市民の皆様方の御協力により、ご

みの資源化のほうが推進した影響で、減量化の

ほうが進んでいると考えております。今後の見

通しにつきましても、普及・啓発ですね、資源

化、ごみの減量化に、皆様方への普及・啓発の

ほうに努めながら、継続して削減のほうに努め

てまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。ほ

かに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにないようでご

ざいますので、以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（堀 徹男君） 先ほど質問させていた

だいたですね、斎場管理費の工事請負費の説明

の部分なんですけど、私たちも去年の９月に、

この建設環境委員会にメンバー替えになって、

これ５年度の予算なんで、３月の当初予算で出

ている説明があっているんですよね。 

 ８３０万円近い工事請負費が、この決算資料

の説明によるとですよ、単純に読み込むと支出

額はゼロなんで、何やったんだろうというふう

にしか見えないんですよね。それで、いっぱい

５年度の当初予算書だったり、途中の議会での

説明資料ちゅうのを見てみるんですけど、何も

出てこないので、非常に、何をやったんだろ
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う、３日ぐらい寝られんかったんですよ。 

 この主要な施策の調書にですね、説明をされ

るときは、こういったお金の流れが追っかけづ

らいものに関してですね、説明をしていただく

と、事前にこれ配付されるわけですから、どう

いうことだったんだなということが分かるの

で、そういった説明をですね、していただけれ

ば。 

 今、説明があったんですけど、施策の調書に

載っている各組合あたりへの負担金ですよね、

そういったのは説明はなかったんですよね。そ

れは、そういうのを説明しなくてもいいような

やつは載っているんですけど、説明があったほ

うが、我々には初めて見る案件なので、より丁

寧かなと思いますので、ぜひともですね、説明

の仕方を考えていただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で、第４款・衛

生費中、市民環境部関係分についてを終了いた

します。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４４分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第７款・土木費、及び第１０款・災害

復旧費中、関係分について説明願います。 

○建設部長（西 竜一君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）建設部長の西でございます。よろしくお

願いいたします。恐れ入りますが、着座にて説

明させていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（橋本幸一君） はい。 

○建設部長（西 竜一君） 失礼します。 

 それでは、議案第１２１号・令和５年度八代

市一般会計歳入歳出決算の決算審査に当たりま

して、建設部所管分につきまして総括を述べさ

せていただきます。 

 第７款・土木費でございますが、令和５年度

の決算額が総額で約５０億１６００万円とな

り、令和４年度と比較しまして約１億５１００

万円の減となりました。その詳細につきまして

は、この後、涌田次長に説明いたさせますが、

私からは主な取組３点について御説明いたしま

す。 

 １点目、幹線道路ネットワークの形成に向け

た道路整備でございます。 

 都市計画道路の西片西宮線は、全体を３つの

工区に分けて事業を進めておりますが、２工区

につきましては道路工事を実施しており、警察

との協議により一部未供用となっております

が、整備は令和５年度で完了しております。ま

た、残る３工区につきましては、建物等補償調

査業務委託や用地買収及び物件移転補償などを

実施しております。 

 次に、県事業として進められております、南

部幹線の前川をまたぐ１工区では、用地・補償

と道路舗装工事及び橋脚工事が実施されてお

り、球磨川をまたぐ３工区では道路及び橋梁の

予備設計を実施されております。本市としまし

ても、引き続き、早期の完成に向け要望してま

いりたいと考えております。 

 次に、道路事業として実施しております、川

田町東の国道３号から千丁町古閑出の県道共栄

千丁停車場線に通じる延長約４.２キロメート

ルの東西アクセス道路整備でございますが、こ

のうち、本市では、国道３号から県道新八代停

車場線までの市道竜西東西１２号線と、県道八

代・鏡・宇土線から県道共栄千丁停車場線まで

の市道新牟田西牟田線の２路線の整備を行って

おります。２路線ともに、予定しておりました

工事及び用地買収につきましては、おおむね計

画どおりに進めることができました。 

 次に２点目、地域生活に密着した道路整備で
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ございます。 

 これは、主に各校区からの要望に応えるため

の事業で、市内一円道路改良事業と道路維持事

業、交通安全施設整備事業がございますが、令

和５年度の要望件数７６１件に対しまして、対

応件数が１４５件で、対応率としては約１９.

１％となっております。 

 限られた予算の中で全ての要望に応えること

はできませんが、市民生活における安全性と緊

急性、重要度等を勘案し、また、地域のバラン

スも考慮しながら対応しているところでござい

ます。今後も地域要望への対応を含め、道路の

適正な維持管理に努めてまいります。 

 次に３点目、良好な住環境の整備でございま

す。 

 移住定住の促進に資する空き家バンク事業で

は、事業を周知するため、チラシやパンフレッ

トの配布、広報やつしろへの記事掲載やホーム

ページでの登録物件の公開などを行っており、

また、令和５年度からは空き家相談会も実施し

ております。空き家に対する関心度も高まって

きており、令和５年度においては４２件の物件

登録があり、過年度の登録分を含む３０件の成

約が成立しております。また、老朽危険空き家

等除却促進事業の助成制度の活用も増加傾向に

あり、住環境の整備に一定の効果が上がってい

るものと考えております。 

 なお、１０款・災害復旧費では、梅雨前線豪

雨等で被災した道路及び河川の復旧工事等を実

施しております。 

 最後になりますが、市民生活に直結する社会

基盤全般を担う建設部といたしましては、市民

の安全・安心を最優先に魅力ある都市づくりを

目指しまして、引き続き、各種事業を推進して

まいります。 

 以上で、決算審査に当たりましての総括とさ

せていただきます。 

 なお、事業ごとの決算の詳細につきまして

は、涌田次長より説明いたさせますので、よろ

しくお願いいたします。 

○建設部次長（涌田直美君） 皆様、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）建設部の涌田でございます。よろしく

お願いいたします。失礼いたしまして、着座に

て説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○建設部次長（涌田直美君） 令和５年度八代

市一般会計歳入歳出決算のうち、第７款・土木

費、第１０款・災害復旧費中、建設部関係分の

主な事業について、令和５年度における主要な

施策の成果に関する調書及び令和５年度八代市

一般会計歳入歳出決算書にて説明をいたしま

す。 

 それでは、主要な施策の成果に関する調書の

１２７ページをお願いします。 

 下段の老朽危険空き家等除却促進事業は、地

域の生活環境及び周辺住民に危険、不安等の影

響を与えている老朽化した危険な状態の老朽危

険空き家の除却を行う所有者に対し、その除却

費用の一部を補助するものでございます。 

 決算額３３２３万円は、老朽化した危険な空

き家を除却した５７件に対し、補助金を交付し

たものが主なものでございます。なお、特定財

源として国庫支出金１６６１万５０００円、そ

の他特定財源としまして、まちづくり交流基金

から繰り入れた１６６１万５０００円でござい

ます。不用額２７１万５０００円は、補助金の

内示減や限度額に満たない申請があったためで

ございます。 

 今後の方向性としましては、周辺環境の改善

効果は確実に上がっており、申込件数も例年と

変わりなく推移していることから、市による実

施、現行どおりとしております。 

 １２９ページをお願いいたします。 

 下段の道路維持事業は、市が管理する道路に

ついて、路面や構造物の維持補修や街路樹の維
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持管理などにより、通行の円滑化と居住環境の

整備を図るものでございます。 

 決算額４億６６１万５０００円は、補助事業

としては、令和４年度繰越分も含め、大村町竹

原町２号線、舗装補修工事など１０件の工事が

主なものでございます。また、単独事業とし

て、令和４年度繰越分も含め、古閑中町古閑上

町線舗装工事など３４件の工事、田中北町４号

線側溝蓋修繕など１５０件の施設修繕を実施し

ており、その他街路樹管理業務委託などを行っ

ております。 

 なお、特定財源として、国庫支出金９１７０

万１０００円、地方債１億５２９０万円、その

他特定財源として日本中央競馬会事業所周辺環

境整備寄附金５９０万２０００円があります。

繰越額６５０６万３０００円は、国の二次補正

予算を受け、市予算の成立が年度末になったこ

となどが主な理由でございます。不用額２５８

万円は、国からの補助事業の内示減と入札残が

主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしておりますが、施設の老朽化は

著しく、補修が必要な箇所が多数あることか

ら、安全な道路を維持していくために、効率的

な事業の実施と財源確保に努め、さらに予算の

増額要求を行っていきたいと考えております。 

 １３０ページをお願いいたします。 

 上段の市内一円道路改良事業は、市民生活に

密着した道路の交通環境改善を図る目的で、計

画的に拡幅改良や舗装・側溝などの整備を進め

るものであり、また、地域間の連携強化を図る

ため、幹線道路の整備を進めるものでございま

す。 

 決算額６億４３１３万３０００円は、令和４

年度繰越分も含め、道路改良工事や舗装工事な

ど６０件、用地買収１５件、電柱移設等の補償

２５件が主なものでございます。このうち、国

の交付金事業であります社会資本整備総合交付

金では、千丁町の新牟田西牟田線や竜西東西１

２号線のいわゆる東西アクセス道路及び松高校

区の永碇町高島町線の整備に取り組んでおりま

す。なお、特定財源として、国庫支出金４５２

２万円、地方債５億５１９４万５０００円、及

び、その他の特定財源として、サテライト八代

地域振興協力金９８２万９０００円でございま

す。繰越額１億８４２８万１０００円は、地元

及び交通管理者との交差点協議など関係機関と

の協議に日数を要したことから、年度内の完了

が困難となり、繰り越したものでございます。

不用額３９８４万３０００円は、国からの補助

事業の内示減や入札残が主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としており、生活道路の整備による利

便性の向上に加え、東西アクセス道路等の幹線

道路の整備を行うとともに、歩行者・自転車の

安全・安心を確保するための歩道整備など、人

にやさしい道づくりを目指してまいります。ま

た、効率的な事業の実施と財源の確保に努め、

さらに予算の増額要求を行っていきたいと考え

ております。 

 下段の橋梁長寿命化修繕事業は、市が管理す

る橋長２メートル以上の橋梁１８６９橋の目視

点検を実施し、橋梁長寿命化修繕計画の見直し

を行い、優先順位の高いものから補修工事を実

施しているものでございます。 

 決算額１億５３４９万９０００円は、令和４

年度の繰越分も含め、橋梁定期点検・トンネル

点検業務委託１０件、橋梁補修設計業務委託９

件などが主なものでございます。なお、特定財

源として、国庫支出金８４３７万３０００円は

地方債２３２７万円でございます。繰越額４８

３８万３０００円は、国の二次補正予算を受

け、市の予算の成立が年度末になったことが主

な理由でございます。不用額１５１７万１００

０円は、国からの補助事業、内示減が主なもの
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でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。補修工事は、計画

よりやや遅れているものの、今後も老朽化によ

る早期対応が必要な橋梁が増加することが予想

されるため、財源確保に努め、橋梁の適正な保

全に取り組んでまいりたいと考えております。

市が管理する道路について、路面や構造物の維

持管理補修や街路樹の維持管理などにより、通

行の円滑化と居住環境の整備を図るものでござ

います。 

 １３３ページをお願いします。 

 下段の八代港県営事業負担金事業は、八代港

の利便性向上、船舶運行の安全確保及び港湾機

能の充実を図るため、八代港港湾計画に沿った

施設整備及び既存施設の改良・補修に係る事業

費の一部を負担するものでございます。 

 決算額２億３８３９万円の主な内訳は、国直

轄事業の水深１４メートル航路整備が２０分の

１の負担で１億７７２０万円、県の港湾整備事

業で外港地区における道路改良や航路しゅんせ

つなどが６分の１の負担で６１００万円でござ

います。特定財源として、地方債２億６０万円

でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、八代港港湾計画に沿っ

た施設整備が推進されるよう予算の確保に努め

るとともに、加賀島地区の早期事業化へ向けた

要望活動を実施してまいりたいと考えておりま

す。 

 １３５ページをお願いいたします。 

 下段の南部幹線道路整備事業は、全体延長５

６３０メートルのうち、建馬町の県道八代港大

手町線から１級河川、前川を渡り、市道麦島線

までの区間の１工区９６５メートルと、葭牟田

町から１級河川球磨川を渡り、植柳下町までの

区間の３工区７２０メートルを県事業により実

施中であり、その事業費の一部を負担するもの

でございます。 

 決算額９８２０万２０００円は、県が実施し

た事業に伴う負担金でございます。特定財源と

して、地方債９３２０万円でございます。不用

額４８６万３０００円は、国からの補助事業の

内示減が主なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、事業主体である熊本県

と連携し、地域との合意形成等に協力し、事業

促進を図ってまいりたいと考えております。 

 １３６ページをお願いいたします。 

 上段の西片西宮線道路整備事業は、全体延長

１０２０メートルのうち、北側の県道八代港線

から市道上片町上日置町線付近までの１工区３

６０メートルの区間が、平成２９年４月に供用

開始しており、八代市食肉センター跡地北側ま

での２工区３５０メートルのうち、令和５年６

月に一部を供用開始しております。なお、南側

の国道３号までの３工区３１０メートルにつき

ましては、令和４年度より事業に着手しており

ます。 

 決算額９６９２万８０００円は、令和４年度

からの繰越分を含め、道路改築など工事７件、

建物等補償調査業務委託など業務委託３件、用

地及び建物等補償など５件が主なものでござい

ます。特定財源として国庫支出金４７８８万６

０００円、地方債４７２０万円でございます。

繰越額８０８２万４０００円は、国の二次補正

予算を受け、市予算の成立が年度末になったこ

となどが主な理由でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。事業の進捗について

は、計画どおりに推移しており、今後も引き続

き、早期の全線供用開始に向け、効率的な事業

実施と財源確保に努め、さらに予算の増額要求

を行っていきたいと考えております。 

 １３７ページをお願いいたします。 

 下段の公園施設長寿命化対策支援事業は、都
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市公園の老朽化した施設の長寿命化を図るため

の計画を策定し、その計画に基づいて効率的に

施設の改築・更新を行うものでございます。 

 決算額２９５０万円は、鏡ヶ池公園園路改修

工事など５件が主なものでございます。特定財

源として国庫支出金１４７５万円、地方債１３

２０万円でございます。繰越額７３０万円は、

国の二次補正を受け、市予算の成立が年度末に

なったことが主な理由でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、公園施設長寿命化計画

に基づき、適切かつ効率的な施設整備を行って

いきたいと考えております。 

 １３８ページをお願いいたします。 

 下段の八千把地区土地区画整理事業は、良好

な市街地整備のため、道路や公園等の整備改善

を行い、宅地の利用増進を図るものでございま

して、平成１２年度より、古閑中町の面積４４

ヘクタールの区域を市施行で取り組んでいると

ころでございます。 

 決算額１億７８１万円は、区画道路の築造工

事２件、物件等移転補償や農業所得補償１９件

などを実施したものでございます。繰越額２６

６０万１０００円は、補償物件である建物等に

ついて、所有者が行う建物解体の時期が延びた

ことが主な理由でございます。不用額６９６万

４０００円は入札残等によるものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、令和１０年度末の完了

に向け、計画的に事業促進に努めていきたいと

考えております。 

 １３９ページをお願いします。 

 上段の公営住宅ストック総合改善事業は、八

代市営住宅長寿命化計画に基づき、計画的な改

善を実施することにより、住宅事業に係るコス

トを抑えながら公営住宅ストックの総合改善並

びに既存設備の機能向上を図るものでございま

す。 

 決算額５３３９万８０００円は、令和４年度

からの繰越分を含め、流藻川団地の給水設備等

の改修工事、第２期八代市住生活基本計画策定

業務委託１件が主なものでございます。特定財

源として、国庫支出金２８４万６０００円、地

方債４０２０万円でございます。繰越額７０６

２万８０００円は、流藻川団地の給水設備にお

いて、建設当時の給水図面がなく、埋設管を現

場で掘削しながら確認したことに加え、入居者

の使用状況に配慮しながらの作業となり、完了

まで時間を要したことから繰越しをしたもので

ございます。不用額２６９万５０００円は、設

計精査による減や入札残などが主なものでござ

います。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続き八代市営住宅

長寿命化計画に基づき住宅の改善を行い、市営

住宅の長期活用を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 少し飛ばしまして、１７４ページをお開きく

ださい。 

 ここからは災害復旧費になります。 

 上段の道路橋梁施設災害復旧事業は、令和２

年７月豪雨分も含め、令和２年度以降の大雨等

により被災した道路の舗装やのり面等の施設を

復旧するものでございます。 

 決算額６億９０８２万円のうち、通常分は令

和４年度からの繰越分も含め、大雨等により被

災した施設の復旧にかかる経費１億２５８０万

６０００円で、市道９件の災害復旧工事や災害

復旧修繕３２件等でございます。特定財源につ

きましては、通常分としまして国庫支出金４１

８０万１０００円、地方債６２９８万５０００

円でございます。繰越額６億２３４３万５００

０円のうち、通常分は３億１４２１万４０００

円で、国や県など関係機関との協議の調整及び

他工事との現場ふくそう、また、入札不調など
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により、工事発注の遅延及び工事施工に期間を

要したことから、年度内の完了が困難となった

ため繰り越したものでございます。不用額２億

１１６７万８０００円のうち、通常分は２０３

６万２０００円で、泉町管内の修繕、工事にお

ける設計精査による減及び入札残が主なもので

ございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、被災した道路施設を速

やかに復旧し、市民が安全・安心に生活できる

よう努めてまいります。 

 １７５ページをお願いします。 

 上段の河川施設災害復旧事業は、令和２年７

月豪雨や令和３年度の大雨、令和４年度の大雨

や台風により被災した河川施設の復旧を行うも

のでございます。 

 決算額６０２４万円のうち、通常分は、令和

４年度からの繰越分を含め４３５０万８０００

円で、大雨により被災した施設の復旧にかかる

経費で、災害復旧工事３件、修繕工事５件が主

なものでございます。特定財源につきまして

は、通常分としまして国庫支出金２７４２万６

０００円、地方債１５９８万５０００円でござ

います。不用額１４４７万８０００円のうち、

通常分は２２２万８０００円で、修繕や業務委

託における設計精査による減及び入札残が主な

ものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、被災した河川施設を速

やかに復旧し、市民が安心・安全に生活できる

よう努めてまいります。 

 続きまして、企業会計繰出金について御説明

いたします。 

 決算書の１６８、１６９ページをお願いしま

す。 

 款７・土木費、項５・都市計画費、目１・都

市計画総務費、節２７・繰出金の支出済額１３

億２０００万円は、下水道事業会計へ繰出しを

行っております。不用額６９５０万円は、前年

度決算状況を考慮し、減額調整したことによる

ものでございます。 

 最後に、流用につきまして、流用額が１００

万円以上のものを御説明をいたします。 

 決算書の１６４ページ、１６５ページをお願

いいたします。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費の備考欄一番下の４７６万４０００円

は、節１２・委託料より節１４・工事請負費へ

流用しております。これは、舗装補修工事の進

捗を図るために工事請負費を増額したものでご

ざいます。 

 １６６、１６７ページをお願いいたします。 

 同じく目４・橋梁維持費の備考欄の中段の３

４９９万３０００円は、節１４・工事請負費よ

り節１２・委託料へ流用しております。これ

は、国の補助事業であります橋梁長寿命化修繕

事業において、内示減となった事業費の範囲内

で実施するため、橋梁点検や補修設計などを優

先したことで、委託料の予算が必要となったこ

とから流用したものでございます。 

 次に、項３・河川費、目１・河川費の備考欄

の下から２つ目の１５９万２０００円は、節１

８・負担金補助及び交付金より節１４・工事請

負費へ流用しております。これは、市内一円河

川改修事業において、発生土の運搬距離が当初

設計時よりも遠方となったことにより、運搬費

用が増加し、予算に不足を生じたため流用した

ものでございます。 

 １７０、１７１ページをお願いします。 

 上の段の項５・都市計画費、目２・街路事業

費の下から３つ目６４９万６０００円は、節１

２・委託料より節２１・補償、補填及び賠償金

へ流用しております。これは、西片西宮線道路

整備事業の進捗を図るために建物移転補償費を

増額したものでございます。 

 １７２、１７３ページをお願いいたします。 
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 上の段の項５・都市計画費、目５・区画整理

費の一番下の２０５万７０００円は、節２１・

補償、補填及び賠償金より節１２・委託料へ流

用しております。これは、八千把地区土地区画

整理事業の進捗を図るため、区画道路設計業務

委託費を増額したものでございます。 

 下の段の項６・住宅費、目１・住宅管理費の

一番下１７５万３０００円は、節１２・委託料

より節１０・需用費へ流用しております。これ

は、市営住宅の修繕費が不足したため流用した

ものでございます。 

 １９８ページ、１９９ページをお願いいたし

ます。 

 款１０・災害復旧費、項２・公共土木施設災

害復旧費、目１・道路橋梁施設災害復旧費の備

考欄の中段の４９９万６０００円は、節１４・

工事請負費より節１２・委託料へ流用しており

ます。これは、令和５年１０月の豪雨により被

災した道路において、測量等委託料の増額が必

要になったためでございます。 

 以上で、議案第１２１号・令和５年度八代市

一般会計歳入歳出決算の説明を終わります。御

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） すいません、何度も。

まず、個別の案件からちょっとお尋ねします。 

 決算書の１７４ページと１７５ページにです

ね、額は３万７０００円なんですけど、当初予

算、宅地分譲貸付事業が１万８１００円ってあ

るんですよ。どんな事業だったんですかね。 

○理事兼用地課長（正山茂文君） 泉地区にあ

ります、泉村時代に平成８年ぐらいに造成した

箇所で、ここについては貸付促進事業で貸付け

を行っておりまして、今、１６区画ありまし

て、それを買いたいという方がおられたときに

審査をしていただく宅地分譲審査委員会とい

う、その報償費になります。そのうち、４人で

構成をされておりまして、３名の方が対象者で

支出をしている事業でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 同じく決算書の１６

８、１６９ページの備考欄にあります、公共イ

ンフラデジタルマップ事業２９９万６４００

円。これの事業の概要とですね、取組の成果み

たいなのをちょっと教えていただければ。 

○建設政策課長（深川洋光君） 建設政策課、

深川でございます。よろしくお願いします。 

 公共インフラデジタルマップ事業につきまし

ては、Ｙｄマップの（聴取不能）であります八

代市道路情報管理システムとＹｄマップのサイ

ト運営に係る保守業務でございます。Ｙｄマッ

プといいますのは、公共工事や災害で起きまし

た道路の通行規制等を、市民の皆様に情報を提

供するものでございます。 

 現在、アクセス数としましては、今年９月現

在で２万８０００件ぐらいのアクセスがあって

おりますので、広く周知は進んでいるのかなと

いうふうに思っております。 

 今後もですね、市民の皆様に情報のサービス

の提供をするためにですね、広報をしていきた

いと思っております。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） Ｙｄマップのことだっ

たんですね。（建設政策課長深川洋光君「は

い」と呼ぶ）正式名称だったんですね。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 決算の施策の成果に関

する調書、１２７ページの老朽危険空き家等除

却促進事業。説明が非常に丁寧に書いてあっ

て、もうこれに関しては、そんな改めて聞くほ
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どのあれじゃないんですけど、１点だけ確認し

たいのが、改善の取組の部分にですね、老朽空

き家のうち危険な特定空家として認定したもの

について、所有者不明や相続人が解体しないも

のについては法的措置も検討していく予定であ

るというふうに書いてあるんですけど、これの

決算書を書かれた後にですよ、具体的にどのよ

うな取組をされているのかなということを教え

ていただけないかなと思いますけど。 

○住宅課長（上村和寛君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

住宅課の上村です。 

 委員お尋ねの法的措置につきましては、ま

ず、昨年が空家等対策協議会のほうで６件、老

朽危険特定空家に認定すべきかどうかというの

を協議をいたしまして、そのうちの５件につき

ましては、何かしら相手方と連絡を取れまし

て、解体をするということで進んでおります。

あと１件につきましてが、まだ先方の相続人の

ほうから解体をするという意思がまだないもの

ですから、そちらについてはまだ、今、連絡を

取っておる状況でして、この１件につきまして

は特定空家ということで認定をいたしました。 

 ただ、まだ、すぐすぐ、この法的措置をする

というわけではなくてですね、この特定空家に

認定した理由としましては、危険な状態、例え

ば壁が落ちてきそうとかですね、そういうよう

な状況のときに、市のほうから手が出せるとい

いますか、安全措置をすることができますの

で、まずは、その安全措置をするために、この

特定空家に認定をしたというような状況です。

ですので、法的措置については今のところ検討

はしておりません。 

 以上です。（委員堀徹男君「分かりました」

と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） この決算書の同じく１

６２、１６３ページで、空き家等対策事業とい

うのが７３万円ちょっとあるんですけど、これ

は具体的にどんな事業内容でしたか。 

○住宅課長（上村和寛君） これにつきまして

は、先ほど説明しました空家等対策協議会の委

員の報酬、あと戸籍等の調査をする際の手数料

になります。 

 以上です。（委員堀徹男君「なるほど。そう

いう大枠のくくりでと書いてある」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本貴喜君） 調書の１２９ページ、

道路維持事業についてお伺いしたいんですけど

も、物価高騰とかいろいろあった中で、実際、

その当初予算組みしたときの想定どおりに事業

ができたのか、それとも、その影響によって事

業が想定したよりもできなかったのかというの

を教えていただきたいと思います。 

○土木課長（福浦亮二君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

土木課の福浦です。よろしくお願いします。 

 委員御質問の、物価高騰により当初予算どお

りに事業が進捗できたかというような質問だっ

たかと思いますけど、一応、当初予算を組みま

して事業を進めるに当たり、多少ならずとも、

やっぱり物価高騰の影響は受けております。事

業するに当たって、物価高騰だけではなくて、

工事をする中で予期せぬことがあって変更した

りとか、そういうのもあって、なかなか当初予

算どおりの進捗というようなことは難しいよう

な現状でございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本貴喜君） 今後の方向性のとこが

そうなるんですけども、先ほど次長が、道路維

持に対しては、その施設の老朽化が大きくなっ

てきているので、今後、説明のときには、ちょ
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っと予算をしっかり取っていくというようなこ

とを言われたと思うんですけども、方向性とし

ては現行どおりとなって、これ、ちょっと矛盾

していたかなと思ったんで、そこら辺は、どう

いうふうにお考えかを教えていただければと思

います。 

○土木課長（福浦亮二君） 土木課の福浦で

す。 

 今、御質問の件なんですけど、実は、今後の

方向性としましては現行どおりというふうにし

ておりますけど、これは、先ほど次長のほうか

ら言いましたように、前向きに予算を取ってい

く、規模拡充に近いほうの現行どおりと取って

もらえたらと思います。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） ちょっと大枠で。道路

維持事業とかですね、たくさんの事業、本当大

変だなというふうに感じています。いつも市民

の方から要望いただいて、それをお伝えすると

きもですね、なかなか、こっちもですね、電話

するときに、忙しいのになあ、たくさんあるの

になというふうには思っています。 

 冒頭に、部長の総括にあったんですけれど

も、この年度の、校区からの道路の要望、７６

１件に対して１４５件の改善ができたというこ

とで、率にすれば１９％。これもう４、５年前

に一般質問して聞いたときの校区要望に対する

達成率みたいな、二十二、三％前後で推移して

いたというふうに思いますけど、我々市民から

してみるとですね、基本的には道路管理者とし

てのですね、道路維持をするというのは責務だ

と思うんですよね。校区の要望があって初めて

それに対応して、対応しているのが毎年２割前

後という数字、これは僕は道路管理者としての

責務としてどうなのかなというふうに、いつも

思っているんですよね。 

 今ありましたように、予算の拡充を要望され

るというときにですよ、基本的に今後の取組と

しては拡充としていただきたいなというふうに

思うとですけど、部長の考えをちょっとお聞き

したいんですけど、いかがでしょうかね。 

○建設部長（西 竜一君） 限られた予算とは

言っていますものの、やはり今年度、市政懇談

会というのも開催、昨年からですね、やってお

ります。やはり地元の意見としましては、道路

の適切な維持管理及び改良してほしいというの

はかなり意見がございます。 

 それで、財政当局ともしっかり話を今やって

いるところでございまして、現行どおりという

ところの、規模拡充寄りとは言いましたが、維

持も市内一円道路改良事業もですね、市民の皆

様が身近な道路を安全に通行できるような道路

にしなくちゃいけないということがありますの

でですね、これについては、しっかり財政当局

に要望して、あとは補助事業等で使えるような

財源というのをですね、県とか、そういうとこ

ろの意見を聞きながら拡充していかなきゃいけ

ないのかなというふうに思っております。 

 予算に限りがありますので、全てというのは

対応できないんですが、まず危なくないという

こと、安全を確保するということに重点を置き

たいなと思っております。それで、あと利便性

の向上とかですね、そういうところに進んでい

きたいというふうには考えているところでござ

います。 

 以上でございます。（委員堀徹男君「まあ、

大変なのは分かりますけど」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） なければ、もう１点い

いですか。 

 監査意見書にもあったんですけど、今年の４

月からですね、公共工事の週休２日制導入だっ

たりとかというのが義務化されたのかな。公共

工事の発注と工期の設定とかというのを、柔軟
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に対応したりとかというやり方が取組に取り入

れられたんじゃないかなと思うんですけど、そ

の現況、５年度の決算終わってですよ、現況、

そして新しい年度に向けての取組というのは、

公共工事の発注だとかという取組に関しては、

どのようなお考えをお持ちですかね。部長に聞

きたいです。 

○建設部長（西 竜一君） 公共事業というの

は、基本的に建設業者さんあってというのがあ

りますので、その人材確保というのが、今一番

の課題になっております。企業としてもです

ね、できる限り人を集めるためには、福利厚生

も含めてですね、作業環境の改善というのが必

要になってくるかというふうに考えておりま

す。 

 そこで、国及び県からもいろいろ通知がござ

いますが、それに合わせながら、市としてもで

すね、週休２日を導入したところについては経

費等のかさ上げとかですね、工期を自由に設定

できるように余裕工期というようなものを設定

して、着手時期についてはですね、業者の都合

に合わせるなど、そういう対策も行って、実際

してきておりますので、少しずつはですね、そ

ういう作業環境の改善というふうには動いてい

るのかなというふうに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。ないです

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（山本幸廣君） まずは執行部の方々、

大変お疲れさまでした。 

 私が、今回の関係分をずっと目を通してみた

んですが、先ほど来、部長も次長もたくさん、

その理由をしっかり言っておられるというこ

と。特に繰越金、繰越しの額、それと不用額に

ついても、流用についても、きちっと説明をさ

れたということで、これについて、私はやっぱ

り執行状況の中では評価したいと思います。 

 ただ、先ほど来から質疑があっておりますけ

れども、１２９ページと１３０ページ、調書の

成果のところ、市内一円道路改良事業と道路維

持事業。先ほど来から質問がたくさん出ており

ましたが、これについてもですね、きちっとし

た事務管理等は、あの中で執行されとるという

ことに私は評価したいと思いますが、あとは今

後の方向性、先ほど来議論があっておりますけ

ど、方向性についてですね、道路維持、そして

また、市内一円道路改良事業については拡充な

んですね。道路維持事業については、はっきり

言って現行どおり。理由については私も理解を

いたしますが、ここら辺りについてはですね、

少し考えていただいて、今年の６年度の予算

書、ちょうど目を通すと、ほとんど職員の数が

変わらないんですよ、担当関係のうちの土木関

係のですね。これはもう、これからは、災害が

起きとるし、また坂本がああいう状況である

し、現場は大変だと思うんですよ。これについ

てはですね、ぜひとも職員の増員と、それと３

年間なら３年間、期間的にやっぱり予算要求を

すると、増額をするということで、西部長も言

っておられますので、私たち委員会としてもで

すね、執行部に対して、これはもう前回も委員

長に言ったんですけども、今回も橋本委員長に

お願いしながらですね、議会からも、やっぱり

その要求というのはですね、これからひとつ予

算編成が始まるし、私たちも努力をしていかな

いかん。ただ担当職員に任せるばかりじゃいけ

ないと思うんですよ。大変、生活道路が。もう

凹凸じゃありません。生活道路がもう改良に近

くなってきとる。もうそれだけ多いわけです

ね。校区要望もたくさん多いし。その校区要望

のパーセントを上げるのは、執行の予算を増額
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するしかないんですよ。これ３年間なら３年

間、５年間なら５年間、集中的に予算を配分し

ていただく、増額をしていただく。それについ

ては、どうやって対処していくかというのは、

これはもう首長にもお願いをせないかんと思う

んですけども、ぜひともそこら辺りはですね、

強く強く、私たちも議員としてそういう意見を

言いますので、ぜひとも担当部としては、予算

要求のときには増額をする要求をしますけれど

も、人員も一緒に要求するという。そしてま

た、事務職と技術職をしっかりバランスよく、

私は増員をしてほしいなと、そのように思いま

す。 

 今回の予算執行を見る中で、私は、本当いい

理由づけて説明をされたということには改めて

評価したいと思いますし、これからはひとつ、

災害の現場等で行かれた中でですね、私も現場

へ行きますけども、もう本当厳しいような状況

で職員が働いておられる、そういう姿を見るわ

けでありますけども、特に雨季時期でした、担

当の職員が苦労されているのは。そういうこと

を鑑みながら、今回の関係分の執行については

私も賛成をしたいと思いますので、ぜひとも、

そういう中で担当、西部長を筆頭に、予算の増

額、人員の増員、そしてまた集中的な期間とい

うのをですね、首長にも担当部にもお願いをし

ていただければと思います。そういう意見で

す。（建設部長西竜一君「ありがとうございま

す」と呼ぶ）質疑はしませんでしたから。（笑

声） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 山本委員と重なるよう

に、施策の調書の説明欄を見ると、もうほとん

どの項目にですね、老朽化とか著しいとかとい

うのばっかりなんですよね。もうインフラ長寿

命化計画とかなどなどで計画的にされているの

は見聞きをしているんですけど、いかんせんで

すね、スピードを上げていかないと、もう要望

に達成したと思ったら、また新しいのが来ると

いう、これ、いつまでたってもいたちごっこが

続く。来年は５％上げるとかですね、やってい

かないと終わらないと思うんですよね。ぜひ、

しっかりとですね、西部長を筆頭に予算確保を

お願いしたいと思います。 

 それと、もう１点、公共工事の発注のプロセ

スの中にですよ、事前に設計とか測量だったり

とか、実際の工事に入る前に段階があると思う

んですけど、設計、測量の段階でですね、その

担保、どれだけの期間取っていただけるのかな

というのがあってですね、これは質問しないと

分からない部分もあるとですけど、希望として

は、設計コンサルさんあたりが当初見積もられ

た図面の中で、実際の施工が終わるまで、特に

改良なんかというのは現場合わせの部分が大き

いですので、どこまで担保が取れるのかという

のをですね、ちょっと意識しておいてもらうと

いいかなと思いますけどね。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算中、当委員会関係分については、

これを認定するに賛成の方の挙手を願います。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３９分 本会） 

◎議案第１２５号・令和５年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２５号・令和５年度八代市農
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業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算

について説明願います。 

○建設部長（西 竜一君） 引き続き、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議案第１２５号・令和５年度八代

市農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出

決算に当たりまして、私から総括をまず述べさ

せていただきたいと思います。着座にて失礼い

たします。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○建設部長（西 竜一君） 農業集落排水処理

施設事業は、東陽町、泉町において衛生的で快

適な暮らしを確保し、川や水の水質を保全して

いくため、生活環境の向上を図ることを目的と

し、処理施設の適切な維持管理を行っておりま

す。 

 令和５年度末の対象人口１６５８人に対し

て、水洗化人口は１３８２人で、接続されてい

る割合は８３.４％であるものの、まだ２７６

人が未接続でありますことから、今後も水洗化

の普及促進に努めてまいりたいと考えておりま

す。なお、本事業につきましては、令和６年度

より八代市公共下水道事業に統合し、企業会計

に移行しております。 

 以上で、決算審査に当たりましての総括とさ

せていただきます。決算の詳細につきまして

は、山本下水道総務課長より説明いたさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本です。よろしくお願いいたします。着

座にて説明をさせていただきます。 

 議案第１２５号・令和５年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算につき

まして、令和５年度における主要な施策の成果

に関する調書その２、及び決算書を用いまして

説明いたします。 

 お手元の主要な施策の成果に関する調書の１

９８ページをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設事業でございます。 

 歳入決算額は９０３２万７０００円、歳出決

算額は８０３０万７０００円であり、実質収支

額は１００２万円でございます。 

 次に、１９９ページをお願いいたします。 

 農業集落排水処理施設維持管理事業でござい

ます。 

 この事業は、東陽町、泉町の農業集落排水処

理施設の適切な維持管理を行うことにより、施

設の故障などを未然に防止し、生活環境の向上

を図ることを目的としております。 

 令和５年度の決算額は２５５６万円で、決算

の主な内容といたしましては、処理施設及びマ

ンホールポンプの電気料５４５万３０００円、

警報装置４８回線の電話料１４３万７０００

円、汚泥引抜運搬手数料１２１万円、処理施設

管理委託８０８万円などでございます。不用額

が１３４１万２０００円生じておりますが、主

なものは施設設備修繕や電気料、汚泥処理業務

委託等の残でございます。 

 今後の方向性としましては、水質の保全、生

活環境の向上を図るために有効な生活排水処理

であるため、今後も本事業を継続していくと

し、市による実施、現行どおりといたしており

ます。 

 なお、令和６年度からは、さらなる経営健全

化を図るため、地方公営企業法を適用し、企業

会計へ移行しています。 

 次に、歳入につきましては、令和５年度八代

市農業集落排水処理施設事業特別会計決算書

（打ち切り決算）を用いまして説明いたしま

す。 

 決算書の１２ページ、１３ページをお願いい

たします。 

 まず、款１・分担金及び負担金の項１・分担

金、目１・農業集落排水事業費分担金でござい

ますが、条例に基づき事業に要する経費に充て

るため、１世帯につき１０万円の負担金を徴収
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しており、令和５年度は２件の接続がありまし

た。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございます

が、項１・使用料、目１・農業集落排水処理施

設使用料では、収入済額が３４６８万５０００

円で、昨年度より１４１万５０００円の減とな

っております。なお、現年分の収納率は、昨年

度より８.６％減の８９.３％でございます。こ

れは、令和６年４月１日から、本市の農業集落

排水処理施設事業が公共下水道事業に統合する

ことに伴い、令和６年３月３１日をもって打切

決算となり、従来の出納整理期間に当たる令和

６年４月１日から５月３１日までの歳入が含ま

れていないことによるものです。今後とも滞納

者に対し、電話連絡や戸別訪問等を行い、収納

率の向上に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 項２・手数料、目１・農業集落排水手数料

は、使用料に係る督促手数料で、収入済額２万

２５００円、延べ２２５件分でございます。 

 次に、款３・繰入金の項１、目１・一般会計

繰入金は、当初予算４１８７万４０００円に対

しまして収入済額が４２２２万８０００円で、

前年度より２１９万３０００円の増となってお

ります。これは、主に打切決算に伴う未払い額

の見込額相当の繰入れを行ったことによるもの

です。なお、補正予算額３５万４０００円は、

１２月補正で御承認いただきました人事院勧告

に伴う給与改定に対するものでございます。 

 次に、１４ページ、１５ページをお願いいた

します。 

 款６、項１・市債、目１・農業集落排水事業

債は、収入済額が９４０万円でございます。こ

れは、主に元金償還金を繰り延べ、現在の利用

者の負担を和らげ、今後の利用者にも負担を求

めるために発行する農業集落排水事業の資本費

平準化債でございます。なお、農業集落排水処

理施設事業債の元金償還が４３２６万９０００

円でございますので、令和５年度末の現在高は

１億６０３５万３０００円で、前年度に比べ３

３８６万９０００円減少いたしております。 

 以上、歳入合計収入済額は９０３２万７００

０円でございます。 

 以上で、議案第１２５号・令和５年度八代市

農業集落排水処理施設事業特別会計歳入歳出決

算の説明を終わります。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） １点だけ。不用額の説

明がありました。１３４０万円かな。そのうち

の５４５万円相当は未払金で、企業会計予算に

ということだったんですけど、残りの分に関し

てですね、何か汚泥引抜きの残ですとかという

ふうに聞こえたんですけど、具体的に、その残

の中身というのは何ですか。その見積りしてた

けど数が減ったとか、具体的なその根拠が、説

明がなかったんで。執行残の不用額の中身です

よね。教えてください。 

○下水道総務課主幹兼経営係長（中尾賢太君） 

 下水道総務課の中尾でございます。 

 ただいま御質問のありました不用額について

でございますけれども、主に不用額につきまし

ては、修繕料であったり電気料、汚泥処理業務

委託等の残というふうに先ほど御説明させてい

ただいたところでございます。 

 こちらのですね、電気料につきましては国の

負担軽減策等がございまして、想定より安価だ

ったというところが電気料についての不用額の

原因でございます。施設設備修繕につきまして

はですね、こちらは突発的な故障等に対応する

施設設備修繕を予算化しているところでござい

ますけども、こちらの執行がほとんどなかった

というところでございます。最後に委託料でご

ざいますけども、委託料につきましてはです
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ね、先ほどの説明の中で少しありましたけど、

令和６年の４月１日からですね、企業会計のほ

うへ移行している関係で、農集の会計につきま

しては令和６年３月３１日で打切決算となって

おります。その関係で、従来の出納整理期間、

具体的には４月１日から５月３１日までですけ

ども、そちらのほうで入ってきた収入であった

り支出に関しましては、農集の会計のほうに含

まれておりません。委託料につきまして、不用

額となっている分については、４月以降にです

ね、支出があったため、農集の会計のほうには

含まれていないというところで、こちらの金額

になっているというところでございます。 

 以上、お答えとさせていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） よく分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２５号・令和５年度八代市農業集落

排水処理施設事業特別会計歳入歳出決算につい

ては、これを認定するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することにいたしました。 

                              

◎議案第１２６号・令和５年度八代市公共浄化

槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第１２６

号・令和５年度八代市公共浄化槽等整備推進事

業特別会計歳入歳出決算について説明願いま

す。 

○建設部長（西 竜一君） 引き続き、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、議案第１２６号・令和５年度八代

市公共浄化槽等整備推進事業特別会計歳入歳出

決算に当たりまして、総括を述べさせていただ

きます。着座にて失礼いたします。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○建設部長（西 竜一君） 公共浄化槽等整備

推進事業は、東陽町、泉町の浄化槽処理促進地

域において、市が主体となって合併浄化槽の設

置、維持管理を行うことにより、当該地区の生

活環境の向上を図るとともに、公共用水域の水

質を保全することを目的としております。 

 令和５年度末の対象人口１６０５人に対し

て、水洗化人口は８４３人で、接続されている

割合は５２.５％と、約半数の７６２人が未接

続となっております。設置率は県内市町村の平

均的な数値ではありますものの、東陽町、泉町

は氷川ダムの上流、下流域に位置しており、水

道原水や農業用水利として利用されている水源

を良好な状態で保ち、次の世代へ引き継ぐこと

が地域住民の責務であると考えられますので、

引き続き水洗化の普及促進に努めてまいりま

す。 

 なお、本事業につきましては、令和６年度よ

り八代市公共下水道事業に統合し、企業会計に

移行しております。 

 以上で、決算審査に当たりましての総括とさ

せていただきます。決算の詳細につきまして

は、山本下水道総務課長より説明いたさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

○下水道総務課長（山本康博君） 下水道総務

課の山本です。引き続き、よろしくお願いいた

します。着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○下水道総務課長（山本康博君） 議案第１２

６号・令和５年度八代市公共浄化槽等整備推進

事業特別会計歳入歳出決算につきまして、令和
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５年度における主要な施策の成果に関する調書

その２、及び決算書を用いまして説明いたしま

す。 

 お手元の主要な施策の成果に関する調書の２

００ページをお願いいたします。 

 まず、公共浄化槽等整備推進事業の決算額で

ございます。 

 歳入決算額は４４１０万２０００円、歳出決

算額は４２０５万１０００円であり、実質収支

額は２０５万１０００円でございます。 

 次に、２０１ページの上段をお願いいたしま

す。 

 公共浄化槽等維持管理事業でございます。 

 この事業は、東陽町、泉町の公共浄化槽整備

推進区域内において、市が主体となって設置し

た合併処理浄化槽の適切な維持管理を行うこと

により、当該地区の生活環境の向上を図るとと

もに、公共用水域の水質を保全するものでござ

います。 

 令和５年度の決算額は２４５１万５０００円

で、決算の主な内容といたしましては、維持管

理を行っている浄化槽の法定検査手数料１５２

万５０００円、浄化槽保守点検清掃業務委託２

１９５万１０００円などでございます。不用額

が４２９万９０００円生じておりますが、主な

ものは保守点検清掃委託料の残などでございま

す。 

 今後の方向性としまして、本事業は、東陽地

区及び泉地区農業集落排水処理区域外で、市が

設置する合併処理浄化槽の維持管理に関する事

業であり、水質の保全、生活環境の向上を図る

ために必要な事業であることから、市による実

施、現行どおりといたしております。 

 次に、下段をお願いいたします。 

 公共浄化槽等整備事業でございます。 

 この事業は、東陽地区、泉地区の公共浄化槽

整備推進区域において、市が主体となって合併

処理浄化槽を設置し、生活環境の向上を図るも

のでございます。 

 令和５年度の決算額は１８６万２０００円で

ございます。決算の内容といたしましては、工

事請負費１８５万５０００円、燃料費７０００

円でございます。不用額が５８８万５０００円

生じておりますが、主なものは、令和５年度の

合併処理浄化槽の設置が見込みより少なかった

ことによる残でございます。 

 今後の方向性としまして、東陽地区及び泉地

区の農業集落排水処理区域外で市が設置する合

併処理浄化槽の設置事業で、これまで４３８基

の設置を行っており、水質の保全、生活環境の

向上を図る上で有効な方法であるため、市によ

る実施、現行どおりといたしております。 

 次に、歳入につきましては、令和５年度八代

市公共浄化槽等整備推進事業特別会計決算書

（打ち切り決算）を用いまして説明いたしま

す。 

 決算書の１２ページ、１３ページをお願いい

たします。 

 款１・分担金及び負担金の項１・分担金、目

１・公共浄化槽等整備推進事業費分担金でござ

いますが、合併処理浄化槽を市で設置します

際、条例に基づきまして、１基当たり１０万円

の分担金を徴収いたしております。当初予算額

では、浄化槽５基分として５０万円を計上して

おり、浄化槽設置工事が１件でございましたの

で、収入済額は１０万円でございます。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１・使用

料、目１・公共浄化槽等整備推進事業使用料

は、収入済額２５２２万４０００円で、前年度

より１２３万７０００円の減収でございまし

た。 

 なお、現年分の収納率は、昨年度より８.

２％減の９０.３％でございます。これは、令

和６年４月１日から、本市の公共浄化槽等整備

推進事業が公共下水道事業に統合することに伴

い、令和６年３月３１日をもって打切決算とな
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り、従来の出納整理期間に当たる令和６年４月

１日から５月３１日の歳入が含まれていないこ

とによるものです。 

 今後とも、滞納者に対し電話連絡や戸別訪問

等を行い、収納率の向上に努めてまいりたいと

考えております。 

 次の項２・手数料、目１・公共浄化槽等整備

推進事業手数料は使用料に係る督促手数料で、

収入済額１万３６００円は延べ１３６件分でご

ざいます。 

 次に、款３・国庫支出金、項１・国庫補助

金、目１・公共浄化槽等整備推進事業国庫補助

金は、令和５年度に設置した浄化槽１基に対す

る補助金です。収入未済額４５万９０００円と

なっていますが、これは令和６年３月３１日を

もって打切決算となったことに伴うものです。 

 次の款４・繰入金の項１、目１・一般会計繰

入金は、予算現額１６９２万２０００円に対

し、収入済額が１６９２万２０００円でござい

まして、前年度より３３万２０００円の増額と

なっております。これは、主に打切決算に伴う

未払額の見込額相当の繰入れを行ったことによ

るものです。なお、補正予算額２８万２０００

円は、１２月補正で御承認いただきました人事

院勧告に伴う給与改定に対するものでございま

す。 

 次に、１４ページ、１５ページをお願いいた

します。 

 款７、項１・市債、目１・公共浄化槽等整備

推進事業債は、予算額５３０万円に対しまし

て、収入済額は１８０万円でございます。これ

は、主に泉地区に１基設置した合併処理浄化槽

設置工事に伴うものでございます。 

 なお、公共浄化槽等整備推進事業債の元金償

還が５２５万２０００円でございますので、令

和５年度末の現在高は６３０５万３０００円

で、前年度に比べ３４５万２０００円減少いた

しております。 

 以上、歳入合計収入済額は４４１０万２００

０円でございます。 

 以上で、議案第１２６号・令和５年度八代市

公共浄化槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決

算の説明を終わります。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） じゃあ１点。事業の開

始年度が平成１３、１４年というところからた

ってまして、接続率が５２.５％という説明が

あったんですけど、下の施策の調書の２０１ペ

ージですね、下の段で言ったら、５基見込んど

ったけど１基しか接続していただけんかったと

いうことで、その接続を依頼するというか、い

わゆる一般的な営業活動みたいなというのは、

具体的にどんな取組をされてて、伸び率という

かな、進捗はどれぐらい伸びているのかな、そ

の対前年比でいけばですね。 

○下水道総務課長補佐兼業務係長（宮地美恵

君） 下水道総務課宮地です。よろしくお願い

します。 

 まず接続促進についてですが、毎年ですね、

１回、市報の折込みチラシで普及を行っており

ます。また、支所の職員とうちの担当職員で、

年に一、二回ほどは回って接続依頼はしており

ます。 

 設置の推移ですが、令和元年から申します

と、令和元年に１基、令和２年に３基、令和３

年に２基、令和４年は０基、令和５年度に１基

というふうに、少しずつですが伸びておりま

す。もともとのですね、計画基数が７００基

で、それでいきますと、今、設置済み基数は４

３８基、整備率は６２.６％になっております

が、こちら人口減少や、あと高齢化でですね、

新しい切替えが伸び悩んでおります。 

 以上です。（委員堀徹男君「分かりました」
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と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

 ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２６号・令和５年度八代市公共浄化

槽等整備推進事業特別会計歳入歳出決算につい

ては、これを認定するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で、付託されま

した案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって建設環境委員会を散会い

たします。 

（午後０時０７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年１０月２３日 

建設環境委員会 

委 員 長 
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